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文 A寸叫ー 部 200人 713人 694人 2.79杉
教育学部 50 135 134 0.7 
法 A寸ιー 部 350 903 892 1.2 
経済学部 210 592 581 1. 9 
理 A守時ー 部 281 745 736 1.2 
医 寸品Aι- 部 120 449 414 7.8 
薬 A弓~与ー 部 80 202 199 1. 5 
工 Aそa「d与 部 945 2,194 2, 172 1.0 
E皇 A寸4一 部 300 686 676 1.5 












看護学科 80人 185人 154人 16.89ぢ
衛生技術学科 40 283 240 15.2 
理学療法学科 20 144 125 13.2 
作業療法学科 20 79 73 7.6 

















































京大広報 1985. 3 15 
N市の社会教育パズ・セッション （話し合い学習）
2の側面は，社会で抑圧されている人びとの人権
の保障と拡大に，どのような教育面での貢献がで
きるかの探求である。大学で社会教育を専攻する
学生 ・教官にも，自治体の社会教育関係者にも，
同和教育，障害者教育，在日外国人教育，女性差
別撤廃教育などに関心をもっ者が多いのは，この
第2の側面に対応している。
本講座でも，高度経済成長がはじまるころか
ら，その犠牲として日陰の自治体になっていく京
都府下の諸地域に出向くことが多くなった。ま
た， 「同和対策事業特別措置法」の期限切れを 1
年後にひかえた昭和52年には熊本県や鹿児島県の
同和地区実態調査を行った。
白浜海の家の開設
本学の学生及び教職員の厚生施設として，白
浜海の家を下記のとおり開設します。
このj海の家は，三段墜をはじめ千畳敷・円月
島など風光明娼な南紀白浜にあり，海に近く，
夏は海水浴に最適のところです。
海の家のある理学部附属瀬戸臨海実験所構内
には， 500種以上の海の生物を集めた水族館が
あり，有料で公開されています。
記
1. 名称 京都大学白浜海の家
むろ
2. 所在地 和歌山県西牟婁郡白浜町
京都大学理学部附属瀬戸臨海実
験所構内
2 社会教育講座からの提案
昭和54年度以来一般市民を対象として実施して
いる京都大学市民講座は，昭和59年度で第6回目
を行ったが，毎回大好評であったことは高く評価
されてよいであろう。けれども欧米の大学拡張に
くらべて，日本の大学が成人教育に果してきた機
能を歴史的に振り返って見るとき，その消極性は
歴然としている。本学の国際交流は年を追って盛
んになっているが，来日した欧米諸国の教育学者
が共通して驚くのは，有名な諸大学に成人教育サ
ービスのための事務局もなければ，教官組織も確
立していないことである。明治39年に本学教授で
あった谷本 富博士が，すでに同じことを指摘し
てから，すでに80年が経過している。
本学の長期的な将来構想のなかで，欠かすこと
のできない重点項目 として，一般的な生涯教育サ
ービスと，人権の保障 ・拡大に資する研究 ・教育
サービスのネットワークを考えるべきであろう。
社会教育の間口は広く，本学は人材に恵まれてい
る。社会教育の 1講座で行い得ることは高が知れ
ているが，本学が全体としてこれらの課題に対応
する有機的なシステムをつくれば，その貢献に
は，はかり知れないほど大きな未来があるであろ
う。
（教育学部）
（交通機関）
国鉄紀勢線「白浜駅」下車，明光パス「明
光パス本社前」行に乗車，終点で「臨海」
行パスに乗換えて， 「臨海」下車。
3. 開設期間 4月1日（月）から9月10日（火）
4. 室数
5. 収容人員
6. 所要経費
まで－。
和室3室
35名
1人1泊使用料50円，ほかに食
費等実費程度。
7. 申込み及び利用に関する詳細は，体育会
事務室（西部構内総合体育館内，電話学内
2574）に照会してくださし、。
（学生部） ； 
日誌
(1985年2月1日～2月28日）
2月1日 同和問題委員会
5日評議会
グ 保健衛生委員会
12日 創立七十周年記念後援会助成金選考委員会
-621ー
15日 環境保全委員会
19日 発明審議委員会
20日 総長，大学院生協議会と会見
グ 国際交流委員会
